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ズグロカモメ（Larus saundersi）は関東以西に
局所的に渡来する冬鳥で（叶内ほか，1998），北海
道においては春秋の移動期に渡来する稀な旅鳥とさ
れている（河井ほか，2003）．北海道における記録
としては鵡川河口 1998 年 5 月（佐藤，2000），千
歳 2010 年 3 月～ 4 月（北海道野鳥愛護会広報部，
2010），浦幌 2005 年 3 月および 2006 年 5 月（浦
幌野鳥倶楽部，2009）などがあるが，ほとんどが
道央や道東における記録である．筆者らは 2011 年
4 月下旬から 5 月上旬にかけて，礼文島において本
種を確認したので，ここに報告する．

筆者らによる観察は表１のとおりである．初認
は 2011 年 4 月 25 日 10:00 頃で，船木梓氏が礼文
町船泊の船泊小中学校校庭で休息している個体を撮
影したものを，村上が確認し本種と判断した．その
後，4 月 28 日 16:00 頃に船泊小中学校の校庭で確
認され，この日以降，船泊小中学校や久種湖におい
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Abstract. Saunders's Gull (Larus saundersi) was observed at the Funadomari and Lake Kusyu, northern 

area of Rebun Island, northern Hokkaido, from 25 April to 5 May.

て同一と思われる個体が観察・撮影された．終認は
2011 年 5 月 5 日 17:30 頃で，船泊小中学校校庭に
おいて休息している個体の確認以降，確認はなく，
11 日間の滞在記録であった．なお，本件個体は基
本的に単独で行動していたが，船泊小中学校の校庭
ではユリカモメやヒドリガモ，ツグミ等と一緒に観

写真１．ユリカモメ（右側）よりもやや小さい．
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察されることがあった．
本種は，ユリカモメと類似しており識別に注意を

要するが，（1）ユリカモメよりもやや小さく（写
真１），（2）嘴は太くて短く，色が黒い（ユリカモ
メはやや細長く，赤みがかる）（河井ほか，2003；
桐原ほか，2000）といった特徴からズグロカモメ
と判断した．また，観察された個体は，（1）初列
風切に白斑が見られない，（2）雨覆や三列風切に
褐色斑が見られる，（3）頭の黒色部の面積が小さ
い，等の特徴から第 1 回冬羽と考えられる（写真２，
３）．

最後に，礼文町船泊在住の船木梓氏には初認時の
情報をご提供頂いた．また，本稿を投稿するにあた
り利尻町立博物館学芸員の佐藤雅彦氏には大変お世
話になった．ここに厚くお礼申し上げる．

年月日 時間 場所 確認状況 確認者
2011 年４月 25 日 10:00 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を撮影．初認． 船木
2011 年４月 28 日 15:00 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を確認． 村上
2011 年５月２日 9:10 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を確認． 富川・小畑

11:40 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を確認．ユリカモメ，ヒドリガモ等と一緒
に観察される．

富川・小畑

16:00 頃 久種湖 湖上空を飛翔後，湖面に下りて休息する． 嶋崎
2011 年５月３日 17:00 頃 久種湖 湖上空を飛翔後，湖面に下りて休息する． 嶋崎・富川・小畑
2011 年５月４日 7:40 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を確認． 富川・小畑
2011 年５月５日 14:00 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を確認． 嶋崎

17:00 頃 船泊小中学校 校庭にて休息中の個体を確認．夕暮れまで周辺で休息．終認． 村上

写真２．雨覆や三列風切に褐色斑があり，初列風切に白斑が
みられない．

写真３．飛翔時．

表１．ズグロカモメの確認状況
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